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５
時
半
、
甲
子
園
球

場
に
到
着
す
る
と
、
も

う
人
の
姿
が
。
朝
日
が

出
る
よ
り
も
早
く
家
を

出
る
人
が
こ
ん
な
に
も

い
る
と
は
、
と
驚
い
た
。

す
で
に
並
ん
で
い
た
人

た
ち
は
、
厚
着
に
食
料
、

ダ
ン
ボ
ー
ル
な
ど
、
長

時
間
待
機
す
る
準
備
は

ば
っ
ち
り
だ
っ
た
。
開

門
30
分
前
、
列
を
な
し

て
待
つ
我
々
人

間
た
ち
の
前
に

ハ
ト
が
や
っ
て

来
た
。
人
間
た

ち
を
尻
目
に
ハ

ト
は
柵
の
隙
間

を
ス
ル
リ
。
26

日
の
甲
子
園
入

場
１
番
乗
り
は
、

ハ
ト
で
あ
っ
た
。

甲
子
園
駅
で
降
り
る
と
、
『
本

日
の
試
合
』
の
看
板

が
多
く
点
在
し
て
い
た
。
駅
構
内

と
球
場
周
辺
で
３
つ
ほ
ど
見
つ
け

た
。

『
彦
根
東
』
と
い
う
文
字
が
、
県

外
で
見
ら
れ
る
と
い
う
の
は
、
う

れ
し
い
も
の
で
あ
る
。

26
日
の
新
聞
部
員
た
ち
の

起
床
時
間
は
午
前
３
時
30
分

で
あ
っ
た
。
独
り
で
に
閉
じ

よ
う
と
す
る
ま
ぶ
た
を
無
理

や
り
開
け
、
ホ
テ
ル
を
チ
ェ
ッ

ク
ア
ウ
ト
し
て
早
朝
の
街
へ
。

吹
き
付
け
る
風
に
凍
え
た
新

聞
部
員
た
ち
を
待
ち
受
け
て

い
た
の
は
、
地
下
へ
の
道
が

閉
ざ
さ
れ
た
大
阪
駅
だ
っ
た
。

絶
句
す
る
新
聞
部
員
た
ち
。

十
数
分
あ
た
り
を
う
ろ
う
ろ

し
て
入
り
口
を
探
す
そ
の
姿

は
、
大
層
異
様
だ
っ
た
こ
と

だ
ろ
う
。
途
方
に
く
れ
た
新

聞
部
員
た
ち
は
、
交
番
に
駆

け
込
ん
だ
。
そ
こ
で
駅
へ
の

入
り
口
を
教
え
て
い
た
だ
き
、

よ
う
や
く
梅
田
駅
構
内
に
到

着
し
た
。
早
朝
の
駅
構
内
は

当
然
の
こ
と
な
が
ら
人
が
ま

ば
ら
で
、
さ
っ
ぱ
り
と
し
て

い
た
。
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つ
い
に
彦
根
東
高
校
の
第
１
試
合
の
日
が
や
っ
て
き
た
。

新
聞
部
は
１
番
良
い
取
材
場
所
を
誰
よ
り
も
早
く
獲
得
す

る
た
め
に
、
大
阪
に
前
日
の
25
日
か
ら
泊
ま
り
、
早
朝
か

ら
甲
子
園
球
場
に
並
ん
だ
。
こ
こ
で
は
早
朝
の
大
阪
で
の

新
聞
部
珍
道
中
を
紹
介
す
る
。

▼早朝の梅田駅。電車も人もなく、

寂しい。時刻は４時40分 。

▼開店前のマクドナ

ルドの入り口には、

大量のハンバーガー

の『パン』のみが積

んであった。珍しい

光景である

看
板
の
一
部
。
駅
構
内

（
上
）
、
球
場
付
近
（
右
・

下
）
に
点
在
し
て
い
た
。

▼球場前にはもう列ができていた


